
【 工事施工部門 】

燃料の使用
軽油
ガソリン
プロパンガス

6,006ｋｌ 
196ｋｌ 
124t 

As合材
再生合材
砕石
再生砕石

472千t
898千t
258千㎥
690千㎥

資材の使用

施工量 84,925百万円 製造量 2,460千ｔ

工 事 発 注

【 製品事業部門 】
合 材 注 文

【 オフィス部門 】
オ フ ィ ス 業 務

資材の使用
ストアス
石粉
砕石
再生骨材

64千t
38千t

1,154千t
1,135千t

燃料の使用
電力
重油
軽油
灯油
都市ガス

28,509千kw/h
17,407kl
1,620kl
2,505kl
2,783千㎥

製造量 2,332千ｔ

資材の使用
受入廃材
2,136千t

電力
5,148千kw/h

燃料の使用

燃料の使用 資源の使用
電力
都市ガス
ＬＮＧ
ＬＰＧ
灯油
ガソリン

4,369kw/h
28t
2t
26t
85kl

1,761kl

水道
コピー紙

51千㎥
60t

地球温暖化ガス発生 廃棄物・排水の発生
6千tCO２ 下水

公共用水
廃棄物

50千㎥
1千㎥
500t

アウトプット

CO２
78千ｔ

再生路盤材
製造量
1,190千ｔ

再生骨材
生産量
1,143千ｔ

廃棄物等の発生 地球温暖化ガス発生
木屑
廃プラ
金属屑
紙くず
混廃

149t
464t
875t
37t
328t

CO２　 　 2千t

地球温暖化ガス発生 廃棄物等の発生
CO２　  17.0千t As廃材

Co廃材
木屑
廃プラ
ガラス屑
混廃

295.0千t
64.0千t
6.0千t
0.2千t
0.6千t
3.4千t

インプット インプット インプット

インプット アウトプット

アウトプットアウトプット

アウトプット

アウトプット

エネルギー・資源使用量の削減
エネルギーについては、「大成ロテック株式会社　環境目的＆目
標」で、オフィスの電力使用量、業務用に使用する乗用車の燃料
使用量を削減する目標を定めて活動しています。昨年は東日本大
震災によるエネルギー不足に対応し、電力需要の大きい７～９月
の間、東北・関東を中心に、節電で１５％の削減目標を掲げ、達成し
ました。また水道、ガスの使用量についても、目標項目にあげてい
ませんが、「資源を大切にする」という基本理念から日常管理項目
にあげ、削減に努めています。

さまざまなオフィス活動
当社では上記以外で、さまざまな環境活動を行なっています。

①グリーン購入比率の向上
環境負荷に配慮した事務用品のグリーン購入を積極的に進め
ています。

②コピー用紙の使用量削減
両面コピー、ミスコピー紙の再利用はもとより、昨年から全社
的運動として「書類の削減」に取り組み、さらに使用済用紙を分
別・再資源化もすすめています。

③エコキャップの回収
ペットボトルのキャップを回収し、ゴミの分別・削減とともに、ワ
クチン購入などの社会福祉に協力しています。

④クールビズ運動の実施
全国的に定着したクールビズ（ノーネクタイ）運動。
毎年5～10月に実施、継続しています。

お客様にも告知し、ノーネクタイを徹底しています。
また室内温度は２８℃に設定しています。

■オフィス電力使用量（千kw/h）
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■水道使用量（千㎥）
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■ガス使用量（千㎥）

56.1

79.5

63.8
55.8

オ フ ィ ス 活 動工 事 施 工

再 生 材 の 製 造

合 材 製 造

地球温暖化
ガス発生

環境目的･目標
（1）産業廃棄物の適正処理
　  1）産業廃棄物トラブルの撲滅
　  2）電子マニフェスト導入率の向上
（2）施工時のCO2排出量の削減の推進と
　  資源保護
 　 1）施工時のミスロス排除によるエネルギー
   　 使用量の削減と資源使用量の削減

環境目的･目標
（1）産業廃棄物の適正処理
　  1）産業廃棄物トラブルの撲滅

（2）合材製造時のCO2排出量の削減の推進
  　1）合材製造時のエネルギー使用量の削減

環境目的･目標
（1）オフィス部門のCO2排出量の削減の推進
　  1）オフィスにおけるエネルギー使用量の低減
　  2）連絡車の使用燃料の削減

（2）オフィス部門における資源使用量の削減の
　  推進
　  1）コピー用紙の使用量の削減

適 正 処 理

1413

大成ロテックは、単純に資源を消費して製品化するにとどまらず、いったん廃棄された資源を再生するなどの
有機的なフローを作りだし、資源の再利用と適正処理を心がけています。

大成ロテックは環境省が提唱する「チャレンジ２５キャンペーン」に参加しています。
オフィスにおいても、節電・省エネなど日常業務の中で、環境負荷の低減とともに、
環境保護意識を高める活動を展開しています。       

■マテリアルフロー■オフィスにおける環境保護活動
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環 境 活 動 報 告
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■小口オフィス夏季節電実施（千ｋｗ/h) 

345

292

406

326

446

333

2010年

昼休みの消灯を励行し、電力消費の削減を図っています。

ゴミの排出量を削減す
ると同時に、分別もより
徹底して行っています。


